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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　渡辺克徳氏の博士申請論文「認知行動療法における認知変容過程の分析と検証に関する研究—メタ認知構
造に注目して—」は、著者が5年にわたる病院臨床の中で、丁寧に積み上げてきた実践研究をまとめたもの
である。申請論文は９の研究で構成され、認知行動療法に至るアナログ研究と、認知行動療法での問題点の
指摘、それを踏まえ新たな治療モデルの構築、その臨床応用と、その分析、さらにその治療モデルが単一の
疾病に対してではなく診断横断的に応用できることを示した完成度の高い研究である。
　この論文の中心は５章のメタ認知に焦点を当てた治療モデルの構築にある。メタ認知とは自分自身の思考
や行動を把握することであり、最近になり学校教育現場で注目されてきた概念である。渡辺氏は5年の臨床
体験および臨床的直観から、瞑想という世俗療法的なものが000年頃から現代的な治療法となったマインド
フルネス認知療法に関心を持ち、それにメタ認知概念を組み込んで、意識あるネガティブな思考や感情から
距離を置く方法を構成することを試みようとした。渡辺氏はネガティブな思考や感情を修正しても、症状が
改善しない症例に出くわし、認知の変容ではなく、一時的でもそこから目をそらす方向への心理技法を作り
出そうとした。
　認知行動療法が疾病に対し効果をおよぼすのは、自己についてのモニタリングとコントロールにあるので
はないかという、これまでの認知行動療法では明らかにされていなかったメタ認知との関係を示し、その上
でメタ認知を促進させる要因としてメタファーを用い、メタファーが治療モデルの多くの治療要素に関係し
ていることも明らかにした。メタファーを使用して治療効果を上げていることはこれまで知られてはいたが、
なぜ効果が上るのかということについての研究はなかった。渡辺氏はメタファーがモニタリングに作用する
ことを証明し、認知行動療法研究が避けてきた治療要素に挑戦的に切り込もうとしたのである。しかし論文
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の中にも言及されているが、治療者と患者とのやり取りの中で、何がメタファーで、何がそうでないかを限
定することの困難性から、さらに進んだ踏み込みができていないことが惜しまれる。とは言え、メタファー
を用いなくても、治療モデルに則った適切なモニタリングを、家族や治療スタッフが協力して認知的側面に
働きかければ充分な効果を上げることができることも示されている。
　自分の置かれている状況を的確にモニタリングすることは、一時的にせよ問題と距離を置くことであり、
その積み重ねにより治療効果を上げていくことに成功したと言える。認知の歪みがあっても、これまでの認
知行動療法が対応困難であるような事例に対しても、介入を容易なし得る技法であるところに独創性、革新
性がある。
　また認知行動療法は症例毎にプロトコルを設定する必要があるが、この新しい治療モデルは診断横断的に
統一された単一のプロトコルを用いて症状にアプローチできることが検証され、治療対応に苦労する症例に
対して対応可能であることは大きな成果である。
　渡辺氏の研究は認知療法学会で評価され、その成果は深化され発展し、従来の認知行動療法を越えて、多
くの症例に対応可能であることを推測させ、実践症例が増えていくことを予感させる。有効性が期待される
メタファーを含めた技法の展開が望まれる。
　博士論文公開発表会は06年１月9日に開催され、引き続き実施された口頭試問では、公開発表会で示し
た治療モデルの完成度を確認する方向で質疑応答を行い、最近の認知行動療法の諸相や問題点、メタ認知を
用いた治療法への展望を語ってもらった。メタファーを用いた技法を高く評価しつつ、さらなる課題設定を
し、深めていくことをお願いした。
　以上、審査委員会は本博士論文を慎重に審査し、公開発表、口頭試問における結果から、渡辺克徳氏が博
士（教育心理学）の学位を授与されるに値するとの結論に達し、ここに報告する。
